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日本ケベック学会 2024年度総会議事録 
            2024 年 10 月 5 日（土）17:50－18:15 

  広島大学 

 

議長に西川葉澄会員が選出された。 

会員総数 115（うち休会者 8）中、出席 17・委任 90（返信のなかった欠席者を含

む）により、総会は成立したことが議長により確認された。 

 

【報告事項】 

1. 2023 年度活動報告  

 関幹事長より、昨年 10 月以降の活動として以下が報告された。 

・ 2023 年 10 月 7 日： 2023 年度全国大会および総会を聖心女子大学にて開催 
・ 2023 年 11 月 18 日：ACEQ 大会に真田桂子会員が参加 
・ 2023 年 12 月 2 日：第 8 期第 1 回理事会および研究会をお茶の水女子大学にて開催 
・ 2024 年 3 月 30 日：第 8 期第 2 回理事会および研究会を法政大学にて開催 
・ 2024 年 5 月：会員名簿を更新、PDF で会員に配信 
・ 2024 年 7 月 20 日：第 8 期第 3 回理事会および研究会を立教大学にて開催 
・ 2024 年 9 月 28 日：第 8 期第 4 回理事会（オンラインにて開催） 

 
2. 各部署報告  

 各部署より以下の報告があった。 

① 渉外： スティーブ・コルベイユ渉外委員長より、本年度の「AJEQ-AIEQ 小畑ケベッ

ク研究奨励賞」選考結果について、羽生敦子会員の「ケベックの先住民観光：土地の

記憶の継承」« Le tourisme autochtone au Québec : La revalorisation de la terre » 」に決ま

ったことが報告された。 

② 学会誌：大石編集委員長より『ケベック研究』第 16 号が完成したことが報告された。

第 17 号の投稿期限は 2025 年 1 月 15 日となっており、新たな「投稿規程・執筆要項」

を確認して、ぜひ投稿いただきたい旨、呼びかけられた。 

③ 広報：小松広報委員長に代わり片山委員より、HP・ニュースレター・ブログ・フェイ

スブック・X の活用についての報告があった。あわせて、学会 15 周年記念事業の一環

として、2023 年 10 月 29 日に全面リニューアル後のウェブサイトが公開されたこと

が報告された。 

 

3．入退会報告 

 関幹事長より、2023 年 10 月 8 日から 2024 年 10 月 5 日までの入退会者等について以下の

報告があった。 
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 入会 2 名、休会 0 名、退会 1 名。 

 

4. 日本学術会議協力学術研究団体登録完了 

 関幹事長より会長に代わり、日本学術会議協力学術研究団体としての登録が完了したこ

とが報告された。 

 

5. 運営細則の変更  

 関幹事長より会長に代わり、運営細則第 19条の変更が報告された。なお、本変更は 2024 

年 7 月 20 日より施行されている。 

 

6. 学会活動資料の保存について 

 関幹事長より会長に代わり、学会活動資料について今後はクラウド等で保存することが

報告された。 

 

【審議事項】 

1．2023 年度決算・監査 

河野理事より 2023 年度の決算報告が、曽田監事および加藤監事に代わり河野理事より監

査報告が代読され、採決の結果、承認された（別紙参照）。 

 

2. 2024～25 年度事業活動計画 

 関幹事長より以下の活動計画が提案され、採決の結果、承認された。 

a. 年次大会（2025 年 10 月） 
b. 学会誌第 17 号発行 
c. 研究会・講演会の開催・共催 
d. 韓国ケベック学会との交流 
e. 国際ケベック学会や国際フランコフォニー学会への参加 
f. 学会ニュースレターの発行 
g. HP・ニュースレター・ブログ・フェイスブック・X ・メーリングリストを通じ

た会員への情報発信 
 

3. 2024 年度予算  

 河野理事より 2024 年度の予算案が示され、採決の結果承認された（別紙参照）。 

 

4. 第 17 回 AJEQ 全国大会 

 真田企画委員長より、2025 年 10 月 5 日（日）または 10 月 12 日（日）に立教大学での開

催が提案され、採決の結果、承認された。 

以上 


